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表　文化体育観光部による年度別多文化図書館・資料室
設置数及びプログラム支援数（単位：館）

出典：“표1-15 다문화자료실 조성 및 프로그램 지원 현황”. 2018
한국도서관연감. 문화체육관광부, 한국도서관협회 , 2018， p. 49.
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韓国の公共図書館の多文化サービス
−プログラム事例を中心として−
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1.　日韓の社会と公共図書館における多文化サービス
の現況
　ここ数年、日本の在留外国人数（中長期在留者及び特
別永住者）は増加しており、2017年末には約256万2,000人

（全人口比約2％）と過去最高を記録した。国籍・地域別に
見るとベトナム、ネパール、インドネシアが大きく増加
し、構成比も変化している（1）。しかし、日本の公共図書館
における多文化サービスの現況は、日本図書館協会が行っ
た「多文化サービス実態調査2015」によると、「全体とし
ては足踏み状態が続いている状況」である（E1900参照）（2）。
　一方、韓国では、1990年代終盤から在留外国人が急増
した。1997年に約38万7,000人であった在留外国人数（短
期滞在者を含む）は、2007年には100万人を超え、2017
年に約218万人（全人口比約4％、短期滞在者を除くと約
158万人で同比約3％）に達した（3）。この背景には、外国
人労働者及び国際結婚の増加があり、国際結婚による

「多文化家庭」の数は2017年に約32万世帯（総世帯数の
約1.6％）となっている（4）（5）。
　韓国の公共図書館における多文化サービスは、同国
に移住した外国人の定着と適応を支援する市民団体等
によって2000年代初めに始められた（6）。2009年に文化
体育観光部（7）が「多文化図書館設置及びプログラム支
援事業」（8）による公共図書館への支援を開始して以降は、
多文化サービスを提供する公共図書館が急速に増えて
いった。文化体育観光部の支援を受けて設置された公
共図書館及び資料室と、プログラム支援を受けた図書
館の数は、以下のとおりである。

　また、文化体育観光部は、世界の多様な文化を体験
し、相互の文化の尊重と理解の幅を広げるための「多文
化サービス活性化事業」を2013年に開始し、多文化サー
ビス企画マニュアルの製作・配布や、担当者教育のため
のワークショップ、各種研究などを行っている。2018
年には、同事業の一環として、公共図書館で実施された
多文化サービスプログラムの8つの優秀事例を掲載し
た『2018　図書館多文化サービス優秀事例集』 （以下「事
例集」）（9）が発行された。
　ここで紹介されているプログラムは、多文化家庭の子
どもや大人、移住労働者を対象に読書活動を行うもの、
韓国人を主な対象として異文化の理解や受容を助ける
もの、双方の交流を図るものなど様々である。本稿では、
これらの事例の中から、子どもを含む多文化家庭を支援
するプログラムと、成人を支援するプログラムを1件ず
つ紹介することとし、小学校及び大学と協力したメンター
プログラム等を実施した「仁川広域市永宗図書館」（10）と、
参加者や移住労働者人権団体と協力して読書プログラ
ムを実施する京畿道・安山市の「安山多文化小さな図書
館」（11）を取り上げる。

2.　「多文化社会と助け合いin永宗図書館」仁川広域市
永宗図書館
　仁川広域市永宗図書館の位置する永宗島は、仁川国
際空港を擁する、人口7万人弱の島である（12）。島には約
2,000人の外国人が居住しているが（13）、島という立地の
ため、文化、芸術、教育情報へのアクセスが困難な多文
化家庭が多いという。
　そのため同館では、2012年、「多文化社会と助け合い
in永宗図書館」プログラムを企画、実施することとした。
同プログラムでは、多文化家庭の子どもを対象とした
メンタープログラムや、多文化家庭と韓国人家庭を対
象とした子育て情報の提供・交流などが行われた。

2.1.　メンタープログラム
　このプログラムは、仁川広域市から多文化家庭の子
どもや親を支援する多文化教育中心学校に指定されて
いる仁川空港小学校と、永宗島から仁川大橋を挟んだ
対岸にある仁川大学校の協力を得て実施されたもので
ある。永宗図書館は、仁川大学校及び仁川空港小学校
との協力関係の構築や、プログラム全体の運営管理を
行ったほか、担当司書が大学生と一緒に読書活動を行っ
た。
　プログラム内容は、言語的問題のために学校生活で
困難を経験することの多い子どもの学習面と精神面に
注目して構成され、仁川大学校のボランティアサーク
ルの大学生4人がメンターとなり、仁川空港小学校の多
文化家庭の子どもを対象に補習授業と読書活動を行う

年　度 多文化図書館・
資料室の設置数

プログラムを
支援した図書館数

2009 2 12
2010 6 16
2011 11 30
2012 11 40
2013 9 89
2014 7 110
2015 3 125
2016 4 127
2017 － 146
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という形式で実施された。メンターとなった大学生が、
子どもに教科を教えるだけでなく、兄弟のように親し
く接しながら信頼関係を築いたことで、子どもは精神
的に安定し、不足する教科の学習や、読書活動を効果的
に行うことができたという。

2.2.　子育て情報提供・交流プログラム
　このプログラムは、一般家庭に比べて子育てに関す
る情報が入手しづらい多文化家庭に情報を提供するこ
とと、多文化家庭と韓国人家庭の交流を促進すること
を目的として、両家庭を10家族ずつ募集して実施され
た。内容は、子育てに関する4つの講義と交流で、講義は、
幼児の健康管理、美術・音楽教育、安全教育などのテー
マで構成され、幼児のためのマッサージと鍼術体験、読
書活動、心肺蘇生法（CPR）実習などの体験も含まれて
いる。このプログラムでは、講義によって多文化家庭
と韓国人家庭が子育て情報を共有するとともに、体験
を通じてコミュニケーションが促進され、連帯感が形
成されるといった成果が出ている。

　これらのプログラムは過去に実施されたものである
が、2017年現在、同館では多文化家庭と韓国の子どもが
多言語絵本を活用して世界の昔話を学ぶ「私たち一緒
に学ぼう」など、文化の相互理解を中心とした多文化プ
ログラムが複数運営されている（14）。

3.　「移住労働者の翼のある図書館」安山多文化小さな
図書館
　安山市は、韓国北西部に位置する、国内で最も多くの
外国人が居住する都市である（15）。2008年、安山市外国
人住民センターの一角に開館した「安山多文化小さな
図書館」（16）は、現在、中国語、ベトナム語、インドネシア
語など23か国語1万4,339冊の資料（このうち、韓国語・
英語以外の資料は9,877冊）を備えており（17）、まさに「多
文化」図書館といえよう。

3.1.　翼のある図書館プログラム
　2014年から同館で行われている「翼のある図書館」プ
ログラムは、移住労働者のための読書プログラムである。
プログラム参加者は、母国語で書かれた物語の本など
を、順番に一段落ずつ声を出して読み、読後にその感想
を分かち合う。
　プログラム参加者の大半は、教科書以外の本を読ん
だ経験がほとんどない青年たちで、このプログラムを
通して読書を楽しむほか、他の参加者やスタッフとの
交流を通して、移住労働者のための雇用、医療、子ども
の教育などに関する情報や、不当な扱いや処遇を受け
た時の問題解決に役立つ情報を得ることもできる。

3.2.　世界名誉司書
　多くの言語の資料を選書し、読書プログラムを運営
することは容易ではないが、同館では、プログラムに積
極的に参加する参加者を「世界名誉司書」に任命し、こ
の「世界名誉司書」が、各国語資料の選書と読書プログ
ラムの企画を補助している。また、移住労働者人権団
体や参加者と連携してプログラムを実施し、図書館が
プログラム進行を、移住労働者人権団体や韓国語がで
きる参加者がプログラム進行の通訳を行うという形で
運営されている。

　なお、同館では、このプログラムの他に、様々な国籍の
多文化家庭が童話とタロットカードを通じてコミュニケー
ションをとる「絵で理解する私と私たち：絵本とタロッ
トカード」（18）や、多文化家庭を含む地域のお年寄りすべ
てを対象とした「本と一緒に行う認知症予防教室」（19）など、
多くのプログラムを運営している。

まとめ
　韓国は、日本より一足先に、また急速に多文化時代に
突入し、政府の多文化政策と共に、公共図書館における
多文化サービスも発展を続けている。事例集には、本
稿で紹介した事例のほかに6の事例が掲載されているが、
そのすべてに共通するのは、多文化プログラムを公共
図書館だけで運営するのではなく、学校や多文化家族・
外国人支援機関（20）、民間支援団体、大使館など、関連機
関・団体と協力して運営している点である。韓国の公共
図書館における多文化サービス事例は、日本の公共図
書館で多文化サービスを企画・運営する上でも参考に
なるものと思われる。
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